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共

の

も

の

昭和40年(6月末）昭和45年(6月末）昭和50年(6月末）
2,850人 2,339人 2,078人

2,935人 2,363人 2,139人
5,785人 4,702人 4,217人

（前月比6人増）
1,184世帯 1,102世帯1,272世帯

転入した人
転出した人
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は
家
に
帰
っ
て

一

き
ま
す
。
ま
た

一＂
こ
っ
ち
の
様
子
や
あ
っ
ち
の

一一ー
様
子
な
ど
は
、
電
話
で
連
絡

＂
を
と
っ
て
い
ま
す
。
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び
っ
く
り
す
る
時
が
あ
り
ま

す。
父
は
、
お
こ
る
こ
と
も
な

く
、
と
て
も
や
さ
し
い
父
だ

と
思
い
ま
す
。
家
族
一
家
で

,
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,
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,
 

I
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を

大

に

(
「
大
切
に
」
運
動

八
月
の
目
標
）

大

和

横

田

栄

子

賢

出

か

せ

ぎ

に

行

っ

て

い

る

父

受
診
率
は

◎
心
配
こ
と
相
談
日

主
催
社
会
福
祉
協
議
会

0
七
月
二
十
五
日

宮
本
・
長
田
相
談
員

0
八
月
五
日

楠
野
、
下
石
相
談
員

0
八
月
十
五
日

兵
頭
・
堀
尾
相
談
員

0
八
月
二
十
五
日

森
本
、
坂
本
相
談
員

0
開
設
場
所

肱
）
町
公
民
館
心
配
ご
と
相

談
室
0
開
設
時
間

午
前
九
時
ー
午
後
四
時

お
よ
ろ
こ
び
三
人

闘

闘

詞

暉

麟

麟

砂

[

ぃ

大

和

岩

本

三

奈

ち
ゃ
ん

（
六
月
中
の
届
出
）

台：台所を圧迫する医療費—こ
:亨貸尋羨?t国民健康保険の実態｀ご

み

国
保
の
し
く

み
な
さ
窓
口
で
支
払
っ
て
い
ま
す
。

ん
が
病
院
七
〇
碧
は
、
町
か
ら
病
院
な

で
診
察
や
ど
へ
支
払
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

治
療
を
受
財
源
は
、
医
療
費
総
額
の

二
五

け
た
と
き
智
に
あ
た
る
金
額
を
保
険
税
と

は
、
医
療
し
て
み
な
さ
ん
か
ら
徴
収
し
、

費
総
額
の
四
五
告
の
国
か
ら
の
交
付
金
を

三
〇
習
を
合
せ
て
、
こ
れ
に
あ
て
て
い
る

わ
け
で
す
。

老
人
医
療
費
や
零
才
児
医
療

費
の
支
給
と
い
う
の
は
、
お
と

し
よ
り
な
ど
が
窓
口
で
支
払
わ

れ
る
金
額
を
町
が
国
や
県
の
補

助
を
受
け
て
支
払
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
老
人
の
場
合
で
も、

七
〇
習
に
あ
た
る
金
額
は
、
や

は
り
国
保
会
計
か
ら
支
払
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。

最
近
、
者
数
は
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま

社
会
保
険
す
。

へ
移
行
す
四
十
七
年
に
は
、
三
、
四
二

る
人
が
増

0
人
で
人
口
に
対
し
七
七
習
を
被
保
険
者
数
が
減
少
し
て
い

ぇ
、
国
保
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
五

0
年

の
に
、
医
療
費
は
年
々
増
加

の
被
保
険
四
月
に
は
、

三、

0
六
七
人
で
し
て
い
ま
す
。

四
十
七
年
度
の
医
療
費
総
額

は
、
七
千
五
百
万
円
で
し
た

塁
0
0
0
円

ク
7

/

双．
が
、
四
十
八
年
度
に
は
九
千
九

四
0
、
社

0
0
円

”

百
万
円
と
な
り
、
四
十
九
年
度

に
は
一
億
二
千
五
百
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
五

0
年
度

ふ

0
、
四

o
o
cc::

吻
ク
r

⑬

ー

□

で
は
一
億
五
千
万
円
に
な
る
見

言
0
0
0

円
／
り

込
み
で
す
。

父
は
、
広
島
へ
出
か
せ
ぎ

に
行
っ
て
、
住
宅
を
作
っ
て

い
ま
す
。
そ
し

て
二
月
に
一
度

父
は
、
帰
る
日
を
ぎ
め
て

い
て
も
、
と
き
ど
き
、
そ
の

日
よ
り
早
く
帰
っ
た
り
、
お

そ
く
帰
っ
た
り
す
る
の
で
、

買
い
物
を
す
る
と
い
う
楽
し

み
も
あ
り
ま
す
。
父
が
、
帰

る
時
必
ず
、
何
か
み
や
げ
が

あ
る
の
で
楽
し
み
で
す
。
そ

れ
に
父
は
、
愛
知
県
の
高
校

に
行
っ
て
い
た
お
に
い
さ
ん

が
帰
っ
て
き
た
の
で
、
父
も

た
い
へ
ん
う
れ
し
か
っ
た
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
お

に
い
さ
ん
も
、
母
や
父
に
会

え
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ
た

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
や
は

り
父
が
、
広
島
へ
い
く
と
さ

び
し
い
で
す
。
私
は
、
毎
日

毎
日
働
い
て
い
る
父
や
母
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
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老
人
医
療
費
が
一
・―-
0パ
ー
セ
ン
ト

主治医をきめておくのが上手なかかりかたです

表3 受診率 (S49年度）
101)人名：）受診付数である
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一
人
当
り
医
療
費
で
比
較
し
り
、
四
十
九
年
度
に
は
四
万
五

て
み
ま
す
と
、
四
十
七
年
度
は
百
円
（
三
三
・
三
習
増
）
と
な

二
万
二
千
円
で
あ
っ
た
も
の
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
五

0
年
度

が
、
四
十
八
年
度
で
三
万
四
百
で
は
五
万
千
円
（
二
五
・

九
習

円
（
三

八

・
六
貯
増
）
と
な
増
）
に
な
る
見
込
み
で
す
。

全
体
で
は
、
七
、
八
入
院
の
一
件

六

0
円
で
す
が
、
老
人
当
り
医
療
費
は

の
場
合
は
―
-
、
四
三

全
体
で
は
十
万

0
円
と
な
っ
て
い
ま
す
千
三
百
円
で
す

し
た
が
っ
て
、

一
人
が
、
老
人
の
場

当
り
医
療
費
は
、
全
体
合
は
十
二
万
四

の
四
万
五
百
円
に
対
し
千
三
百
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

老
人
の
場
合
は
、
十
万
―

四
百
円
と
二
倍
以
上
に
入
院
が
占
め

な

っ

て

い

ま

す

。

る

割

合

が

高

い

特
に
入
院
、
外
来
別
こ
と
は
、
病
状

に
み
る
と
、
件
数
で
は
が
か
な
り
進
ん

入
院
は
全
体
の
三
習
に
で
か
ら
初
め
て

す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
医
療
費
総
額
医
者
に
か
か
り

は
全
体
の
四
〇
習
を
占
め
て
い
入
院
し
て
い
る
た
め
と
い
え
ま
一
に
も
、
老
人
の
場
合
で
も
、
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
三
〇
習
が
老
す
。
し
か
し
、
受
診
率
、
一
件
ず
れ
も
県
平
均
に
は
達
し
て
い

人

の

入

院

費

用

で

す

。

当

り

医

療

費

な

ど

は

、

全

体

的

ま

せ

ん

。
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ど
ん
な
病
気
で
医
者
に

ぷ
ク
か
っ
て
い
る
か
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病
類
別
に
み
る
と
、
件
数
で
医
療
費
で
は
、
循
環
器
系
の
す
。

は
、
呼
吸
器
系
の
疾
患
が
最
も
疾
患
が
急
増
し
、
全
体
の

三
〇

病
類
別
で
は
、
県
全
体
と
全

多
く
全
体
の
二

三
貯
を
占
め
て
習
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
く
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
ま

い
ま
す
。
次
い
で
、
消
化
器
系
消
化
器
系
の
疾
患
が

ニ

―
苦
、
す
。

の
疾
患
が
二

0
習
で
あ
り
、
循
神
経
系
の
疾
患
の
順
で
あ
り
、
長
い
間
に
進
ん
で
ぎ
た
病
気

環
器
系
の
疾
患
、
神
経
系
の
疾
受
診
率

の
高
い
呼
吸
器
系
の
疾
は
す
ぐ
に
は
治
り
ま
せ
ん
。
よ

患
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
患
は
、
医
療
費
で
は
一
〇
匂
以
く
転
医
さ
れ
る
方
が
目
に
つ
ぎ

下

と

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

す

。

転

医

す

れ

ば

、

そ

れ

だ

小
児
期
に
多
い

「
呼
吸
器
系
け
医
療
費
は
高
く
つ
き
ま
す
。

の
疾
患
（
感
胃
な
ど
）
」
は
、
ま
た
、
人
間
の
肉
体
的
機
能

1-

よ
く
医
者
に
か
か
り
、
費
用
は
、
四
十
才
頃
か
ら
退
化
し
て

は
そ
れ
ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
せ
ゆ
き
ま
す
。
成
人
病
と
い
わ
れ

ん
が
、
成
人
病
検
診
な
ど
に
よ
る
高
血
圧
や
心
臓
病
は
、
初
め

り
、
「
循
環
器
系
の
疾
患
（
高
の
う
ち
は
全
く
自
分
で
気
が
つ

血
圧
な
ど
）
」
は
、

受
診
率
、
き
ま
せ
ん
。
定
期
的
に
健
康
診

医
療
費
と
も
に
増
加
し
て
お
り
断
を
受
け
て
、
早
期
発
見
、
早

成
人
病
に
対
す
る
関
心
が
深
ま
期
治
療
に
心
が
け
た
い
も
の
で

っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

政力 0が域
をの選ま多の
町選挙ずい信
民挙の一か頼
のがた言らを
も多び期集
のいに待め
とこ思 して若といこ
すとう ておく思こと
る°の いるてうとは
た町は る人地 °だ良

表11人当り医療費と保険税

数

税

板

険
医

保ロ
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二 占七 くあ五ちと
八医め百まなり四‘肱四
習療て万たっ‘人七 川 十
を費い円‘て県で 0 町九
上総まで医い平‘オ国年
回額す全療ま均全以保度
つで゜体費すの体上加の
ても の総゜九のの入実
い県 三額 習一人者績
ま平 0 は よ二は で
す均 習 三 り習‘のみ
°の を千 多で三うる

件対間算し回病
受 し平すたか院一
診 ‘均るとかで人
し老 五 とぎつかが
て人・ ‘でてか一
いの一全ももっか
ま 場 件体—‘た月
す合でで件 三場 間
°はあはと十合に
九る一し日は‘
・の人て入‘同
ーに年計院ー一

------------------------------------------------------------； 
いやよ 〇
からう三何
んんな期期
のとも目目
じいのにで

和気不二夫さん ゃけがなす
がんいるか

誕員人選 °状つが
生さの挙今態ま‘
しん新で度 でで私
たが議六の はもの
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医
療
費
は

う
な
ぎ
の
ほ
り

一一一

め
に
は
、
町
民
が
よ
い
意
味
け
の
観
光
地
が
多
い
。
だ
か

一

で
選
挙
に
対
し
て
関
心
を
も
ら
裏
を
返
せ
ば
、
当
町
の
自
―
一一

つ
こ
と
。
金
、
集
団
、
な
ど
然
と
人
情
味
豊
か
な
人
と
人

の
力
に
打
ち
勝
っ
た
め
に
実
と
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し

一

践
す
る
勇
気
を
持
つ
こ

と
。

た

心
の

こ
も
っ
た
も
の
に
す
一

ど
う
せ
だ
め
だ
と
あ
ぎ
ら
め
れ
ば
、
そ
の
よ
さ
を
生
か
せ
一

ず
、
理
想
を
高
く
持
っ
て
や
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
一

り

た

い

。

そ

れ

と

山

村

と

れ

ば

伸

び

る

と

思

う

。

一

都
会
の
差
を
な
く
し
た

い

も

商

業

に

つ

い

て

は

、

こ

ん

一

の
だ
。
道
路
一
っ
作
る
に
し
な
狭
い
地
域
だ
か
ら
、
お
互
一

て
も
山
村
い
に
協
力
し
て
や
ら
な
け
れ
一

て
は
地
元
ば
だ
め
で
、
絶
対
に
足
を
引
一

こ
な
り
張
り
合
う
よ
う
な
こ
と
を
し
一

て
は
、
い
け
な
い
と
い
つ
も

一

に
カ

の
負
担
が

—

か
か
る
の
思
っ
て
い
る
。

一

に
、
都
会

0
家

族

は

何

人

一

て
は
、
逆
今
は
十
二
人
が
一
緒
に
い
一

る
。
こ
れ
は
る
が
、
私
が
一
番
誇
り
に
思
一

饂
に
補
償
金
が
入

し

て

い

る

と

思

う

。

う

こ

と

は

息

子
や
、
嫁
や
、
一

と
一
緒
に
く
ら
し
て

一

矛
盾
0
産

業

の

面

で

の

意

見

を

孫

た

ち

私
は
、
農
業
は
自
分
で
や
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
幸
せ
な
一
一一

っ
て
い
な
い
か
ら
わ
か
ら
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
近

い
の
で
観
光
の
面
で
考
え
て
頃
め
ず
ら
し
い
十
二
人
の
大
一

み
た
い
。
近
頃
観
光
地
へ
行
家
族
、
趣
味
は
ゴ
ル
フ
。
腕
｀
一

っ
て
感
じ
る
こ
と
は
自
然
が
前
は
、
先
日
行
わ
れ
た
内
山
一

無
い
。

心
が
こ
も
っ
て
い
な
地
区
大
会
で
優
勝
さ
れ
た
と
一

い

。

い

わ

ゆ

る

ビ

ジ

ネ

ス

だ

か

。

年

令

六

十

六

オ

一

一

3
~ 

入院外（外来）

442.3ft 

86% 

人
口
の
七
三
習
に
な

り
ま
し
た
。
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私
た
ち
の
町
で
は、

ま
す
。四
十
九
年
度
の
医
療
費
総
額
は
、

一
億
二
千
五
百
万
円
に
昇
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
五

0
年
度
で
は
、
一
億
五
千
万
円
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

町
内
の
く
り
の
生
産
額
が
、
一
億
五
千
四
百
万
円
と
い
い
ま
す
か
ら
、
栗
代
は
そ

っ
く
り
お
医
者
さ
ん
へ
持
っ
て
行
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
や
、
町
内
の
社
会
保
険
加
入
者
分
を
含
め
る
と
一
億
七
千
万
円
を
こ
え
る
で
し

よ
う
。今
月
は
、
町
の
国
民
健
康
保
険
の
実
態
を
通
し
て
、
い
ま
私
た
ち
の
台
所
を
最
も

圧
迫
し
て
い
る
医
療
費
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

人
口
の
七
三
習
を
占
め
て
い

,,111111111111111111111111111111111,1111111111111111111111111111111 

表2年令別医療費(S49年度）
（） オ ・ー ：•9 オ
ユ．（i7(i千円

2 ! % 

1件当り医療費は

表4 医療費(S49年度）

妊
婦
健
康
相
談
八
月
十

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、

人 1;•;C タ ト I9タト米）

65, 025 -r•|’I 

52% 

一
日
（
九
時
|
正
午
）
肱
川
町
公
民
館
乳
児
健
康
相
談
八
月
二
十
日
（
九
時

l
正
午
こ
肱
川
町
公
民
館
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道
路
交
通
法
の
改
正
で
、
自
道
路
で
は
、
原
付
ぎ
（

七
月
二
十
九
日
か
ら
不
燃
物
動
二
輪
車
の
運
転
者
は
ヘ
ル
メ

8
以
下
）
を
除
く
全
て

を
収
集
し
ま
す

。

ッ

ト
を
か
ぶ
る
こ
と
が
義
務
づ
輪
車
が
違
反
対
象
と
な

前

日

に

従

来

の

場

所

へ

出

し

け

ら

れ

ま

し

た

。

す

。

て
下
さ
い
。

こ
れ
は
、
二
輪
車

の

事

故

が

②

違

反

し
た
場
合
、

反

荷
づ
く
り
は
、
運
搬
し
や
す
多
い
こ

と
と
、
そ
の
事
故
で
亡

数
一
点
と
な
り
ま
す
。

③
後
部
座
席
の
同
乗
者

く
し
っ
か
り
と
。

く

な

っ

た

人

の

厄

と
ん
ど
が
、

着
用
の
場
合
、
違
反
と

早
く
か
ら
出
し
て
い
る
も
の
頭
の
ケ
ガ
が
原
因
で
あ
る
の
で

゜

運
転
者
に
反
則
、

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
出
し
て
運
転
者
の
頭
を
防
護
す
る
た
め

、
る
方
は
責
任
を
も
っ
て
、
荷
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す

加
算
さ
れ
ま
す

¥
 
づ
く
り
を
し
か
え
て
下
さ

い。

八
改
正
内
容
＞

（
町
民
課
）
山
最
高
速
度
四
十
キ
ロ
以
上
の

更
に
は
農
協
、
公
民
館
と
、

ま
さ
に
そ
の
名
の
示
す
と
お

り
、
予
子
林
の
町
で
あ
り
、

目
玉
で
あ
り
、
予
子
林
の
銀

座
で
も
あ
る
。
昔
こ
の
地
方

が
盛
ん
で
、
朝
に
夕
に
粋
な

芸
者
は
ん
の
、

姿
を
横
目
に
見

て
三
味
線
の
音

がいめぎでず勤
勤るて人もつめ
族人いの‘と人
でとる 家 も勤が
あ‘人族とめ多
る¥t‘や勤人くらてを
°と現‘めの‘部い子
ん在老て町そ落た守
ど勤令今でれの時唄
のめでは‘以人分に
家てや亡今来はかし

（
総
務

そ
う
い
っ
た
職
業
的
か

み
て
、
部
落
の
人
々
は
、

来
な
ら
、
世
の
中
の
事
柄

つ
い
て
、
多
少
博
識
で
あ

て
も
よ
い
筈
な
の
だ
が
、

実
は
全
く
の
逆
で
、
武
家

や
せ
浪
人
と
い
っ
た
風
格

あ
り
、
世
事
に
う
と
く
、

今
の
め
ま
ぐ
る
し
い
世
情

は
、
と
て
も

て

ぎ

ず

経

古
武
士
の
風
格
↓
な
ぃ
濯
～

の
変
動
に
も
取
り
残
さ
れ

社
会
に
つ
い
て
行
け
る
の

老
令
化
だ
け
、
従

っ
て
昔

ら
の
貧
乏
暮
し
は
、

今
も

向
に
変
り
な
く
、
馴
れ
た

い
う
か
あ
き
ら
め
た
と
い

か
。
そ
れ
で
ふ
日
常
の
表

は
み
な
明
る
＜
、
酒
の
席

ど
で
は
男
も
女
も
よ
く
唄

よ
く
笑
う
、
ま
た
玄
人
は

9

ー、花
い
つ
は
い
コ
ン
ク

l
ル
の
し
め
切
り
は
七
月
三
十

................................................................................. " 
し、．＜・時 ん

たな代
小つの
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元代
’.，で と心も名 で場け和では
郵ー役に地予称 町横田方之 ‘のての明‘
便0場変で子は 町あは戦治お
局〇こりあ林変 部る‘後か庄

青認孟芍喜畠： ：． ．E辺‘‘’’笠臨製［、畠詈

だいな情うとーかは‘済応じに現での現つに本ら 課） も
無
し
て
点
が

則
点

落なるたこはをいにが 義浪素う総か位なりの多し
のい °もの垂すてはあど理曲朴らてえでいをしくの
素があん雰れごも‘つことのなはのる金°開ん‘珍
顔‘まで囲てし‘下てか人文感ら冷人もそいでみ芸
でこりな気もてお自‘古情句情にたもうれたいん奇
あれ自いも といだ由た武をじを心いなけだ成るな芸：
るが慢と満‘るやをと士大ゃもあ世くにけ果がでの

：へに度らで な査う策今つ境源町動

°わに思更言のかかい的事なった相‘目にかこし
• ！町終を毎編踏りをとの後ぶ‘‘内推→
牡

がもつ見おでなこ衣なにいてた と金の自もれんち
寸： ！民る実月成査ま行町資 のさ汚交の進大

町なて捨与 ‘毎つ食気すがおまは銭色分しも底主
這予施六‘はしう全料連にれ通地本切

部らいてか鼻日て住風る‘りる‘がを本れ悟たも
^ i動定‘部八‘たこ域に動観な網勢部に
！室で三落月二°とのしや察ど‘‘で←

……●……………………………………………………………••••J'---" す月 程か班 と踏よ施しを環資は運

自然環境を観察
8月から「大切に」本部

一
日
で
す
：
；

人
件
法
律
相
談

と
き
、
八
月
十
五
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で。

と
こ
ろ
、

肱
川
町
公
民
館
。

不

燃

物

収

集

りの五
ま二十

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
1
1

(2) (1)い0たの0 に0総う正〇料 の0ま議六
こ民 とる二 た度 て町 °職―町へつ町数に部°町を町制町し案 月第
え税長と月輪軽°額障°税 員部学別い課は改局 職定道定道たが三九
るで期 し割車自 方を害条 の改校掲て設変め毎 員めを °占°原十十

喜ミ盟竺紘□蟄喜喜喜緊臣誓ジ。塁晨だ塁塁竺畠冑9晶喜
計0所を動税万係一 つセ 例いな数 条 すにお催定 ， 
算0得行三の円る部
方0にわ輪うに非改 てタ

魯ツ ・ の°おを例る関りさ例
- ‘実 の時す議れ議 I 

法万係な車ち引課正を。 1 部定清一のる決‘会

農塁言霜昌青冒喜塁二 塁覧言扉喜〗麿は第
す大び〇うあニハロイの員割とは 部0 (5) (4) 
る字国小大もわ〇 ‘O ‘の‘額 ‘割割三決 ‘本改国〇 十終民 ため 九
たの上字字 のせ0世円人一資の所合三〇つ予年正民0入六る税短゜ら
め区謂のののて円帯 員0産二得で0％て算度 に健円湯年もの期 れ -|▲
‘域査廃区 限国と割 割二割・割計％資いで のつ康に税ま の特譲
大を の止域度保決 11 || • II二 II算 ‘産る 三国い保引がでを例渡 亨｝L 
字わ実にのを税定ー 一八固四課を世割゜二民て険上四延現が所 引
大か施つ一引のし世 人八定％税す帯二こ〇健°税げ0長行五得 上
谷りにい部上減た帯 三、％資°対 る割0れ九康 条 ら円さの十に げ

圃
言門冒冒゚｝＼五喜冑記賃互□瓢誓i1;；誓ぇ定
ちく‘及°行 三〇 額褐 ‘％人得円税一°—°五で町

一ー の二円 0定るる 0 (2) （1)事〇内 更石つ Bl 
• 0千‘補ーし請請地請社 円 請岩の併す丸

検保ー消費道四積喜千組大 円累正般た願願す願 業 契負谷小せる
査育千防四路千立多円合i州 ‘計額会

地議
°は及べに者 約契小字て°区

費所円操三新円金農°負喜歳:―計いびりつ 金約学を大ユ

＾ 
六‘°法八設の業担多 叫胃口間ず京関い上 額に校全字大

＇ごぢ
万小 大万及払共金及 正れ造係て田 一つプ部宇字
三中会円び出済ーび の、―予 も農農 建 ‘い l廃和宇
千学費°改 三組二内 主三五算採道道 設ーて）レ止川 和
円校 二 良 三合 九山 要—万 択にに 株六°新しの川
囁 三事一へ万衛な五二 と関関 式〇設た区に
虫万業万の五生も万千 決すす 会万エ °域 変

-・ •一 ..一..一..一.. 一..一..一 .. 一 .. 一 ..一• •一 ..一..一.. 一..一.. 一 ..一• ·ー ..一• ..一• •一• •一• •一.. 一..一..一..一..一 .. 一..一 ..一..一..一..一 •一 • •一..一• • 一 • • 一• •一• •一.. 一..一..一•

えもく底与たにをにがあい〇 陣生すもく日 あ の

彗警；幻三塁畠贔尉言1層夏国国覇日口塁鵡9悶゚羹ぷ賢？虜冒

〗I〗;[［［ O 〗;［ド［落

室報

・
情9,
 

“p.
 

てす理政れ八
ね次る しにま年町
らのた‘対しにの
いよめ能すた現行
とう一率るが在政
しに部的要‘の組
て変分に望更よ織
はり担事をにうは
‘まを務適住に昭
そし組を切民改和
れた替処にのめ四
ぞ°え理処行ら十

をに ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①のにをてれ
参配なり推町事国担の建い日生町商広事企理総です強適の
照布おの進民務土当事設事常活民エ報業画事務すす化確責
しし職事・運を調 °業課務生福課観公の経務課°めしに任
てま員務コ動担査をを活祉光聴企済と てて処の
下しのをミ室当課実土担に‘窓等 ‘画課税一 行仕理分
さた配担二 ゜ 施木当直保口を産 務般こ事し担
へい庁置当ュ町国す‘°接健事担業 町を的 うを‘を
総°内な°テ民土る建関等務当のの担な とス横明
務組ど ィ運醐部築係住‘°振主当行すムの確
課織はづ動査門等の民戸興要°政る l連に
ッ図別くののを町深の籍 ‘な 管 もス絡し

昨
年
よ
り
人
や
、
物
を

る
た
め
、
「
大
切
に
」
運

「
川
を
ぎ
れ
い
に
し
よ

七
月
二
十
七
日
に
実
施
す

町
を
あ
げ
て
ご
協
力
下
さ

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

お
寺
な
ど
の
清
掃
を
し
て

す
。鹿野lll夏まつりへの．`

． ・．．が．． ． • • •：む ．：キ．•土i; 、怒 ．． ・・ .'.、.9:＇げ．． ・`・ ． 

鹿
野
川

夏
ま
つ
り

を
今
年
も

ま
た
八
月

七
日
に
行

い
ま
す
。

今
年
は
五

年
ぶ
り
に

花
火
大
会

を
催
し
ま

す。
ご
家
族

お
そ
ろ
い

で
お
出
か

け
下
さ
い

行事名 I開催Fl時 I場 所

ダム4義牲者慰霊 8月7日 ダム慰霊碑建
9:00-10:00立地

弁天宮祭典 10:00-11:o〔〕 ヒ鹿野川弁天戸

七夕笹飾り
呂

1―伍00-20:00賣山，上下鹿
コンクー）レ 野川部落有志

びっくり市 12:00-23:00 鹿野川中心街

楽団演奏
①15:30-16:IJO 鹿野川宇和島
②19:20-20:00 自動車駐車場

| 

盆踊り大会 20:10-21:30 同 上 I 

花火大会 21:40-22:10 郷城（肱川中
学校表川原）

大
切
に
し
、
住
み
よ
い
町
を
つ
く

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

う
」
は
、
七
月
の
目
標
で
す
の
で

[
0
ぅ
翫
責

□賛
匂
m
□/

の
で
通
学
路
や
集
会
所
、
お
宮
や

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

I三彩 咲9心り9:』i-！已
言吠応‘~〈X̀/‘.9ぎ立詈亙浜;1.，，，，ヽ・；・；． ｀

亘・；9～9>t ヤ5 い □i -三 ・・‘ ;， ':~,~王姿ふこ•亭ご訂ぷ箋．9 ，'
山活わ月四

ラ 「自分本位の考えが先行し，人間らしぃ 紹今熱日住
＝ つきあいが少ない。昔の良さを考え直す 介月意頃民
言 大切な時」と語る谷本さん すははかに

る‘人ら戻
〖 葉る割を神うて がるを 間くは 目し宅たそー郷つ
｀ は゜で旦閉とか--,ツと続へです--,あとたでめの倍土た
＝ ぎ草 —f車心ら役 ぎけおある郷た相体ず‘考華を゜ゃ
てひ ‘社に何場 ぎて宮つビ土か対躯つ正えい守

`‘床ぎつ三の決かを まおのた運をもし‘し 山の°る
亘 拭‘て回掃めやや しら掃°動美七た太りの一 と
》 ぎ落いの除‘ろめたれ除 月し月°いとお端言

［ いにい焼家らりン まと もの う近あるやはを
言 --,ま--,なゴくまれ‘や--,すをへよ反何よはるとつ八かや
全ーす今るミなでてそア近が残道い省にう 近が手て月かつ｀ 言かのとだど持いれ）レこへで念や°とせに所‘伝くはるて
9でツ人思かしつるらミろ が川←戒よなのとつれ学°い
言 言 間うらなてがが箱菓 つがめ掃つ人ててる校 る
吾え環 ゜‘い帰‘道で子てよ に除たももくし、0 が

亘
菩 ば境大とりーや包類よごもは゜や嬉れ壬一
‘を 変くま人川まが くさ な自 つしるやど回

こ 人どなさとーにれナ話れり分ていこつも に
｀と う こらめ人すてイ さる と自 も°とて達半
呈 人思となてがてお口れこて身ら最もいが日

は議共た心でと い主て いすがでて住政る つ とづをとぎながでと心と
多会同現°がいい谷る張い今とる進大ぎ民策事--,いへ思く考思あっ‘皆思のの
い長募在 しるう本よするの思こん切てのが務昔て昔うりえういて自んうつつ
°‘金‘ み歓とさうるの人うとでなよた少処はツの°も直°が来分な°なな
保会選 じびこんに風だ間°で行こいめな理国 行←こしお少て本何物がが
護長挙み とろの思潮がは な政とこのかにや政 こて互な‘位も的りり
司‘管 と肱で話うが‘知 くには と行つ終県 と かみいく人の気なが‘
と社理 川育に°強権識て参 ‘だ政たつの

感ュ
今 らたにな間考が面薄筏

そ会委 1`どちは'-<利は は加住がへ°て指 の はい昔つらえつのれん
の福員 し愛‘‘なだ向 い‘民‘と最独示行 じ°のてしがか便てと
公祉長 らす住肱 つけ上け協自こ変近自に政 ま地よいい強な利いう
職協 ‘ れるん川 てをし な力身こつはの よ に る域さるつくいさるの

福祉年金等の受給者は定期預金が特別扱い

1 0 %の 利子

正

山

谷

本

恒

雄

川
を
き
れ
い
に

（
七
月
二
十
七
日
）

わ

が

家

の

常

会

を

（
毎
月
五
日
は
家
庭
の
日
）

さ
ん

．．
 

浅
野
卓
磨
さ
ん

て町あま妹でで厄面っ
柳 浅野詞司ちゃん

りり ミた順を クた
行のおけすにも弟i斤し白ば 生後 5か月 最‘体おルのせ我でで°お
つ公友ての と‘妹雨いくり 近い重かクかて慢も補そ母
て民逹性でらおがにで‘とだ 役で笑が母を両とれのよねたはげは低くしおつれさ
＜館がし少れ母沢おす時んつまめぎうめさも腕腹るようがつ八でーとれて母てでん
だべ沢いくるさ 山友°々 とこたてたと→んちをばといにえて‘ま日んた少さい不が
さも 山でとと ん役達 はんし‘く←ーニ達上ついす時なり健三る一どのしんま足可
い時あすも少をしが 立すて膝れとでツ のげ つにぐはりも康0ま回母がづがす分愛
ね々つ°二し早いな たる足のま云ぎコ頻てばなこね‘でで〇るで乳よっ痛゜は想
°つま 年やくでい しのを上すったリを‘りりろか機ぎす弩 とすでかでむ ミで
れる ．はけ弟すの てがつに°て‘←なお頭 ‘りさ嫌る°あ太゜‘つもの ）レし
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福
祉
年
金
等
の
受

給
者
に
対
す
る
特
別

の
定
期
預
金
が
で
ぎ

ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
、

証
書
ま
た
は
保
管
証

を
持
参
し
て
金
融
機

関
へ
申
出
て
下
さ
い

0
対
象
者
つ
ぎ
の
年

金
等
の
支
給
を
受
け

て
い
る
人
。

障
害
福
祉
年
金
、

母
子
福
祉
年
金
、
準

母
子
福
祉
年
金
、
老

令
福
祉
年
金
、
老
令

特
別
給
付
金
、
児
童

扶
養
手
当
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
、
特
別

福
祉
手
当

〇
取

扱

期

間

五

十

年
六
月
二
十
三
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
〇
預

入

限

度

預

入

対
象
者
一
人
に
つ
き

五

0
万
円
以
内
。

〇
預
金
の
種
類
預
入

期
間
一
年
の
定
期
預

金。〇
利
率

一
〇
習
。


